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１ 研究テーマ 

 筆者は現在，特別支援学級（情緒学級）の担任を 

している。本学級の児童は 5 年Ａ児，4 年Ｂ児の

2 名である。今年度も，Ａ児を対象として研究を

進めてきた。Ａ児は，昨年度の 3学期から国語科

以外の教科等を交流学級で学習している。これま

でのＡ児の学習の様子については以下のとおり

である。 

【読むことについて】 

・文章を流暢に音読することができる。 

・読んだ内容について，文と文の関係を正しく

とらえ，質問に答えることができる。 

【書くことについて】 

・時系列で事実を表したり，自分の気持ちを簡

単な言葉で表現したりすることができる。 

・長い文章を書くときは，「はじめ」「中」「終わ

り」の構成を考え，まとまりのある文章を作

成することができる。 

・資料からわかることを取り入れて、自分の文

章に生かすことができる。 

【その他】 

・総合的な学習の時間に，PowerPoint1)にまとめ

て資料を作成したり，国語科で意見文や作文

を Microsoft Word2)（以下，Word）で作成し

たりする経験を積んできた。 

 一方，Ａ児とともに学習を進めていくなかで，

次のような困難さがあることもうかがえた。 

【読むことについて】 

・話の中心に気を付けて読み，要旨をとらえて

まとめること。 

・筆者の考えや説明のしかたの工夫に気付いて

表現すること。 

【書くことについて】 

・自分の思いや考えについて，自分で文章の構

成を考えながら表現すること。 

・書いた文章を読み直して，文章表現の工夫を

考えたり，直したりすること。 

 このようなＡ児の実態から，筆者の説明のしか

たの工夫について，気付いたことをまとめたり，

統計資料を根拠にして意見文を書いたりするこ

とや，「書くこと」において，根拠となる資料を自

身で選んだり，書いた文章を生成AIやエディター

機能を用いて推敲したりすることができる姿を

目指したいと考えた。 

今年度は，文章作成における学びの個別最適化

を図る手段としてのICT（特に生成AIやエディタ

ー機能）の活用による効果について検証すること

とした。 

 文部科学省(2024)の「初等中等教育段階におけ

る生成 AIの利活用に関するガイドライン

(Ver.2.0)」には， 

 

  児童生徒の学習場面での利活用に当たって

は，生成AIと人間との関係を対立的に捉えた
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＜研究の要旨＞ 

 本研究では，特別支援学級（情緒学級）での個別最適化を図るための ICT 活用について，研究及

び考察をしてきた。PowerPoint や Excel，Word 等を用いて，児童と教師が学習課題や学習過程，振

り返りなどの情報を共有することで，学習への意欲や知識・技能，思考・判断・表現の力が，どのよ

うに身に付くのか検証した。また，生成 AIを活用し文章を推敲することの効果について検証した。

その結果，児童の活用スキルが向上し，より効果的に活用しようとすることが明らかになった。特

に，国語科の学習では，長い文章も教師との共同編集によって，構成を考えながら入力することが

できるようになり，生成 AI を活用した文章の推敲にも取り組むことができた。 

 



り，必要以上に不安に思ったりするのではな

く，生成AIは使い方によって人間の能力を補

助，拡張し，可能性を広げてくれる有用な道

具にもなり得ることを理解した上で，発達の

段階や情報活用能力の育成状況に十分留意し

つつ，リスクや懸念に対策を講じた上で利活

用を検討すべきである。 

 

と示されている。また，児童が生成AIを使用する

際には，以下のようなことに留意することも示さ

れている。 

 

児童生徒にハルシネーションやバイアス等

の生成AIの基本的な仕組みや特徴を理解させ

た上で，生成AIに全てを委ねるのではなく自

己の判断や考えが重要であることを十分に認

識させられるか，適正な評価の阻害や不正行

為に繋がらないか，生成AIの出力を基に深い

意味理解を促し，思考力を高める使い方をで

きるかなど，発達の段階や各教科等における

学習の状況等を含む児童生徒の実態を踏ま

え，そうした教育活動が可能であるかどうか

の見極めが重要である。 

 

 上記の点を考慮した上で，生成AIを活用するこ

とが重要である。さらに，児童の生成AIを活用し

た文章作成における効果については，吉田昌平

（2025）が以下のように述べている。 

 

生成AIの活用により，児童一人ひとりへの

個別最適化されたフィードバックや，多様な

文章構成モデルの提示が可能になった。その

結果，AI との対話，友人との対話，一人での

推敲といった複線型の学習が促され，多くの

児童が目的に応じた提案文を書く力を高める

ことができた。また，AI の助言を鵜呑みにせ

ず，学習を助けるツールとして主体的に活用

する態度を身につける児童の姿も見られた。 

 

 このように，文章校正や，文章構成モデルの提

示などにおける有用性が示されている。 

 筆者においては，特別支援学級担任であること

から，情緒学級の特定の児童を対象とした研究で

はあるが，個別最適化と学びの方法を児童が自ら

選ぶ手段の一つとして，生成AI，エディター機能，

編集機能を提示し，それらの児童自身の文章の推

敲及び校正における有用性を検証していく。 

 

２ 研究の視点 

本研究で取り上げる ICT活用について，昨年度

に引き続き PowerPointや Word等のソフトウェア

を用いた，Ａ児と担任による共同編集機能，単元

計画や目標，授業内容や振り返りの共有及びデイ

ジー教科書 3)の活用が中心となる。加えて今年度

は，生成 AIやエディター機能，編集機能を活用す

ることで，さらに資質・能力の向上を図る。そこ

で，以下の視点で研究を進めてきた。 

 

（1）児童が学習に必要な情報を収集するための

端末活用 

（2）児童が書き表し方の工夫に気を付けて文章

を書くための端末活用 

（3）児童が自分で書いたものを確認（推敲）する

ための工夫 

 

３ 研究の方法と計画 

(1) 視点 1について 

ア 視覚的・聴覚的支援 

デイジー教科書による視覚的・聴覚的支援

により，正しく内容をとらえられるようにす

る。 

イ 情報の精選 

教師がインターネットや教科書，そのほか

の資料から，情報を精選して提示する。情報

を焦点化することで，児童が文章を作成する

ために必要な情報を簡単に得ることができ

るようにする。 

ウ 例文の提示 

意見文を書く場面において，教科書の例文

だけでなく，生成 AI がまとめた例文も提示

する。多様な例文から自分の考えに合うもの

を選択したり，提示された例文から必要な情

報を取り出して文章を書いたりすることが

できるようにする。端末を適切に活用する。 



(2) 視点 2について 

PowerPoint上でローマ字入力，共同編集の

機能を用いてスライドを作ることで，「はじ

め」「中」「おわり」の文章構成を視覚的にと

らえたり，写真や絵など必要なものを簡単に

貼付したりすることができるようにする。ま

た，Wordで，必要な資料の貼付を簡易化した

り，作成過程を自分で確かめたりしながら文

章を作成することができるようにする。 

 (3) 視点 3について 

児童がローマ字入力で書いたものを，電子

黒板に拡大提示することで，自分の学習過程

が分かるようにする。 

書いた文章を読み返し，自分が作成した文章

を推敲することができるようにする。その際

に生成 AI やエディター機能，編集機能など

を活用する。 

 

４ 授業実践の実際 

(1) 実践１ 

  ア 実践の概要（7月実践） 

（ア） 単元名 第 5学年 国語科 

「みんなが使いやすいデザイン」 

（イ）本時の目標 

目的や意図に応じて感じたことや考

えたことなどから書くことを選び，集め

た情報から分かったことを整理・分類し

て報告する文章を書くことができる。 

イ ICTの活用について 

学習内容や学習計画と目標を PowerPoint で

情報共有及び共同編集できるように設定した。

PowerPoint 上で学習に必要な情報を一元化し，

児童とのやり取りの様子が一目で分かるよう

に提示した。また，調べたことをまとめる際は

Wordを用い，児童がローマ字入力で書いたもの

を，電子黒板に拡大提示することで，自分の学

習過程が分かるようにした。 

ウ 子供の学びの姿 

教科書の例文の書き方を参考にしたり，担任

とやり取りしたりしながら，ユニバーサルデザ

インについて考えたことを文章に表した。Word

で作成したことで，自分の書いた文章を読み返

しながら，誤字脱字に気を付けて書く姿が見ら

れた。 

図 1.Ａ児と共同編集した報告文 

(2) 実践 2 

ア 実践の概要（10月実践） 

（ア）単元名 第 5学年 国語科 

「固有種が教えてくれること」 

「自然環境を守るために」 

（イ）本時の目標 

自然環境を守るためにできることに

ついて書いた意見文を読み返し，自分の

考えが相手に伝わるように文章を整え

ることができる。 

イ ICTの活用について 

学習内容を PowerPoint で，学習計画と目

標，振り返りについては Word で情報共有及

び 共 同編 集で きる よう に 設定 した 。

PowerPoint 上で学習に必要な情報を一元化

し，提示した。児童の入力をリアルタイムで

共有し、視覚的なフィードバックを即時化す

ることで、思考のプロセスを自己客観視させ

た。 

図 2.振り返りシート 

「自然環境を守るために」をテーマにした意見

文を書いた。資料から読み取ったことを自分の

言葉で書き，書いた文を生成 AI のプロンプト   



として担任が入力し，読み手に伝わるか， 

適切な文章表現になっているかを確認した。

意見文を推敲する際にも，生成 AI やエディ

ター機能などを活用した。 

ウ 子供の学びの姿 

「自然環境を守るために」では PowerPointで

の共同編集を活用した。調べたことを生かし

て，教師と対話しながら，スライドに書きた

いことをまとめた。「初め」，「中」，「終わり」

のスライドに，ローマ字入力で文字を入力し，

文章の構成が一目で分かるようにまとめる

ことができた。「はじめ」では，主張を述べ、

「中」では，選んだ統計資料から分かったこ

とをまとめた。「終わり」では，「中」を受け

て再度主張を述べ、双括型の文章にまとめた。 

図 3.Ａ児と共同編集したスライドの一部 

児童が作成した文章を，生成 AI のプロン

プトとして担任が入力し，文章と統計資料と

の整合性や，読み手に伝わるかを確認したと

ころ，資料の読み取りが正しくできているこ

とや，主張が伝わりやすい文章となっている

ことを本児が確認することができ，自信をも

つことができた様子が見られた。 

図 4.Ａ児が Wordで編集した意見文 

作成した文章のよりよい表現についても言

及されており，本児が必要に応じて取り入れ

る姿も見られた。また，エディター機能を用

いて，誤字脱字や言葉の使い方についても確

認し，適切な言葉遣いを意識して文章を書く

ことができるようになった。 

 

図 5.Ａ児の学習の様子 

 

５ 到達点と今後の課題 

本研究の到達点は以下の三点である。 

(1) 視点 1について 

情報を精選して提示したほかに、担任がＡ児と

一緒に検索したことで，教科書やインターネット

などの情報から必要な情報を得ることができた。

Ａ児の考えを基に資料の候補をいくつか列挙し，

その中からＡ児が選択することで，Ａ児の主張の

根拠となる資料を自分で選ぶことができた。また，

生成 AI が作成した例文はＡ児の考えに近いこと

もあり，意見文に取り入れやすかったため，Ａ児

は，より良い文章表現について考えることができ

た。 

(2) 視点 2について 

学習活動における PowerPointや Wordの活用は，

Ａ児にとって，学習の効率を上げる材料となった。

ローマ字入力のスピードが上がり，リテラシーの

向上も見られた。従来の紙と鉛筆のみの学習では，

手が止まることも多々あったが，情報が一元化さ

れ，見ただけで分かることが学習意欲の向上につ

ながった。 

(3) 視点 3について  

これまでの学習では，担任とのやり取りのみ

で文章を作成してきたが，今回、エディター機能

や生成 AIによる推敲の活動を取り入れたことで，

Ａ児自身が自ら確かめながら学習を進めるきっ



かけとなった。生成 AIに提示された文章表現の

工夫について，自分の文章に必要なものかを考

えて取り入れる姿が見られるようになった。 

図 6.Ａ児による資料の分析と生成ＡＩ 

図 7. 生成 AIのアドバイスと文章の訂正 

本研究の課題は，以下の三点である。 

(1) 視点 1について 

  担任が精選した情報の中から，Ａ児が選ぶ

のではなく，数多ある情報の中からＡ児自身

が必要なものを取捨選択していく力を身に

付けること。正しい情報を選択し，活用する

こと。 

(2) 視点 2について 

   Ａ児が自分で PowerPointや Wordなどのツ

ールを用いながら，主張や根拠の明示などの

文章構成について考え，文章を作成すること。 

(3) 視点 3について 

   ハルシネーションやバイアス等の生成 AI

の基本的な仕組みや特徴を理解し，生成 AIに

全てを委ねるのではなく自己の判断や考え

が重要であることを十分に認識させること。 

 

６ 研究を終えての提言 

個別最適な学びを保障する手段の一つとして

生成 AIが効果的だと考える。そこで，Gemini⁴⁾や

教育特化型 AI⁵⁾などの生成 AI の有用性について

考えたい。生成 AI が普及する昨今の社会におい

て，生成 AIを使役する力を身に付け，適切に活用

することができるようにさせたい。初等中等教育

段階における生成 AI の利活用に関するガイドラ

イン（文部科学省）にあるように，メリット，デ

メリットを十分に理解した上で，ICT を上手に活

用し，個人の能力の伸長を目指すことができるの

ではないだろうか。今後，特別支援学級のみなら

ず，通常の学級においても，その有用性について

検討していくことが必要だ。 
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注 

1） PowerPointは，Microsoftが開発したプレゼ

ンテーションソフトウェアで，文字や写真など

が入ったスライドを簡単に作成できる。本研究

では，児童教師間で学習内容を共有したり，共

同編集したりする際に用いている。 

2） Microsoft Wordは，Microsoftが開発した文

章作成ソフトウェアで，長い文章でも簡単に入

力できるほか，文字の大きさやフォントを変え

たり，写真を挿入したりできる。本研究では，

振り返りシートを共有したり，共同編集で文章

を作成したりする際に使用している。 

3) デイジー教科書は，「通常の教科書と同様の

テキスト，画像を使用し，テキストに音声をシ

ンクロ（同期）させて読むことができるもの（日

本障害者リハビリテーション協会より抜粋）」

である。本研究では，教材文の範読の際に用い

ている。 



4) Gemini は，Google が開発・提供する生成 AI

モデルおよびサービス。テキスト，画像，音声，

動画，コードなど複数の情報を同時に理解・処

理できる。 

5) 教育特化型 AI とは，学校や学習塾の現場向

けに設計された，セキュリティと教育効果を重

視した生成 AI 学校や学習塾の現場向けに設計

された，セキュリティと教育効果を重視した生

成 AIである。 


